
設⽴:1999年7⽉



発表者

Nadene Grabham
ネイディーン・グラブハム

南アフリカ
ドア・オブ・ホープ（希望のド
ア）児童救済施設
運営理事 



私たちの国

南アフリカ

⼈⼝: 5,670万⼈
⼈種: ⿊⼈、⽩⼈、
         有⾊（アジア/インド⼈）
宗教: キリスト教、
         伝統的なアフリカの信仰、
         イスラム教 
階層: 世界で⼀番貧富の差が⼤きい



私たちの国
南アフリカ

南アフリカは
幼児遺棄率が世界で最も
⾼い国の⼀つです。



幼児遺棄の概況報告
• ひと⽉に約300⼈の⼦供が捨てられます。こ

の数字は⽣き残った⼦供の数です。全体数
はさらに多くなります。

• ヨハネスブルグでは、３⼈にふたりは死亡
後に発⾒されています。

• 捨てられた⼦供の65%は新⽣児です。 
• 90% は１歳未満です。

私たちの国



幼児遺棄の概況報告
• 捨てられた後、発⾒されないまま

の⾚ちゃんも⼤勢います。 

• 多くは堕胎に失敗したために捨て
られています。

• 南アフリカでは、遺棄は重⼤犯罪
とみなされていません。

• 安全であっても、遺棄は違法です。
つまり、私たちは法に反してベ
ビーボックスを運営しています。

私たちの国



⼦供を捨てる主な理由
• 貧困 
• 失業
• 家族崩壊 
• HIV/AIDS
• 古い信仰 
• 強姦、近親相姦
• ⾦銭援助してくれる交際相⼿ 
• 男性から捨てられた⺟親
• 堕胎を試みたが失敗した
• 不法⼊国者
• 中絶できる法定年齢は１２歳、⼦供を養

⼦縁組できる法定年齢は１８歳
• 性や妊娠についての知識がない

私たちの国



私たちの歴史
• 「希望のドア」1999年
• べレア・バプテスト教会 に

よって設⽴されました。 
• 危険な場所に⾚ちゃんがいつ

も捨てられていることにシェ
リル・アレン修道⼥が気づい
たことが始まりです。

• 何か別の安全な⽅法があれば、
危険な場所に捨てることはな
いはずだとシェリルは考えま
した。



私たちの歴史

• 教会の壁に⽳を開けて
「ベビーボックス」を
設置しました。 

• 勤務中の介護⼠たちに
電⼦信号の警報が伝わ
ります。 



私たちの歴史
• このニュースが広がり、⺟親たちが⾚

ちゃんを連れてくるようになりました。
• また、

• 警察
• 地域の⼈
• 病院や診療所
が連れてくることもあります。 



児童遺棄

遺体で発見されるか、
後日死亡する

名前のないお墓

生きて発見される 警察署で保護される 社会福祉士がつく

認定を受けた社会福祉士

社会福祉士が裁判所
へ連れて行く

安全な場所で一時保護される

-医学的評価
-年齢評価

警察の取り調べ広告で母親/父親を探す

⼦供の保護
捨てられた⼦供への法的援助



本人証明＆登録

血縁者が見つからない

家族/両親が見つかる

養護施設親族が養育する

里親が養育する
家族再統合養子縁組

養子縁組登録

認定を受けた社会福祉士行政の福祉担当者

行政の福祉担当者

社会福祉士

社会福祉士

行政の福祉担当者

社会福祉士



私たちの受⼊数
「希望のドア」には、これまで

1,600⼈以上の⾚ちゃんが預けられました

預けられた赤ちゃんの数



*その他：児童保護団体、⾮営利団体、⼀般市
⺠、教会など

私たちの受⼊数



• 東ケープ州 
• ヘルシー・マムズアンドベビーズ・クリニック 

(2009年設⽴) 
• クワズール・ナタール州

• フェアヘーブン・ベビーホーム(2012年設⽴) 
• オープンアームズ (2016年設⽴)

• ハウテン州ヨハネスブルグ
• ドア・オブ・ホープ児童救済施設 (1999) 197名 
• インパクト・アフリカ 3 ボクシーズ(2012) 

4名
• ホープ Ithemba* (2012) （* 現地の⾔葉で「希望」）
• オープンアームズ・オブ・ホープ (2012)
• ライフハウス 

• ⻄ケープ州 
• ホープ・フォー・ベビーズ (2014) 2名
• ヘルダーバーグ・ベビーセーバー (2014)  

2名 

ベビーボックスのある施設



安全であっても遺棄は違法です。
つまり、どのベビーボックスも法に反して運営されています。

安全かつ合法的に、そして⺟親が希望すれば匿名で⾚ちゃんを⼿放すこ
とができる制度が必要です。

南アフリカの課題



• ⼦供に対する⽗親の責任は放
置される

(捨てられた⼦供の⽗親は、
⼤多数がその⼦の⼈⽣に関
わりたくないと考えている）

• ⾚ちゃんをベビーボックスに
預けた⺟親は逮捕され、刑務
所に⼊れられる恐れがある

• ⼦供の出⾃を知る権利が奪わ
れる

否定派の意⾒



• 危険な場所に捨てられてしま
う⼦供たちの命を救うことが
できる

• ⼦供には⽣きる権利がある 
これだけですべての反対意⾒
を超越していることは間違い
ありません。 

• 望まれない新⽣児の命を守る
ことができる

ベビーボックス = 命 

肯定派の意⾒



残念なことに…
 
南アフリカの法律は「事後措置」です。 
• 捨て⼦の問題と、⺟親がその結果どんな⽬に合うか

を扱っています。

「防⽌策」としての法律ではありません。
• 根本的解決に役⽴つような法律はありません。

未来への希望



良い知らせもあります。

• ベビーボックスの設置が法律で認
められるよう、多くの活動家が⼦
供の権利のために頑張っています。 

• 「匿名出産法」の作成に向けて取
り組んでいる弁護⼠も⼤勢います。

ベビーボックスが合法化され、「安
全な避難場所の提供と匿名での出産」

法が実施されれば、 
⼥性たちは中絶することも⾚ちゃん
を殺すこともなく、別の選択肢を選

べることになります。

未来への希望



「⾚ちゃんが、指定された扶養者のところへ安全に連れて⾏か
れるのなら―そこに家族がいなくても、そこで医療が受けられ

なくても―そのほうがいい。
その⾚ちゃんがゴミ箱に捨てられている姿を⾒るよりも。」 

⽣きる権利は、出⾃を知る権利よりはるかに重い。  



• 当施設の最初の⾚ちゃんが
ジョージーナでした。

• 1999年8⽉に預けられまし
た。

成功例

• ひどい栄養失調で、私たちは脳障
害があるのではないかと疑いまし
た。

• ジョージーナは養⼦縁組でアメリ
カへ渡りました。 



• 学業成績は優秀でした。
• ⾳楽が⼤好きです。
• 現在ノースカロライナ州で⽣活

し、⾳楽（クラシックとジャズ）
を勉強しています。

• ジョージーナは2016年に南ア
フリカを訪れ、私たちが運営す
る「ベビーハウス」でボラン
ティアをしてくれました。

成功例



「希望のドア」は 
どの⼦も⼤切な存在であると考

えています。

今後も、できる限り多くの⼦供
を救っていきたいと思います。

ジョージーナのような⼦供たち
を。 

成功例



 年   　 　人数
1999               8        
2000              10
2001              14      
2002               8
2003               5       
2004               5
2005               5       
2006              17
2007               8        
2008              14
2009              15      
2010              13
2011               8       
2012               8
2014              11      
2015              10
2016              13     
2017              12
2018               4 

希望

南アフリカでは希望のないまま産まれた⼦
供が多くいます。この世界はこの⼦供達に
は暗くて絶望に満ちたところかもしれませ
ん。私達はこの⼦供達に希望をもたらしま
す。Door of Hopeには、希望があります。 

ベビーボックスで
救済した⾚ちゃんの⼈数


